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取扱説明書 


(巧証書付を) 


このたびは、本機をお買い巧めいただを、まことに 
あ0びとラございます。 

参ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」をよ< 
お読みいたださ、正しく使用して < ださい。 

•この 「取扱説明書」は、大切に保管してください。 

参取扱説明書を紛失された場合は、お買いまめの 
販売店にご相談 < ださい。 
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長年ご使用の除湿機の点検を! 




♦電源を入れてわ、とをどを運転しないとさび 
あ0ませんか？ 

♦電源プラグやコードが異常に熱<なって 
いませんか？ 

♦コード对斤り脚ブると、通電したり、しなかったり 
することびありませんか？ 

♦異常な音や異臭（こげくさいなど）びあり 
ませんか？ 

♦ブレーカーやヒューズびたびたび切れる 
ことがあ0ませんか？ 

♦本機から水び漏れることはありませんか？ 

1愛情点検1 

こんな症状は 

口 

ありませんか 


• 

V 

ご保用中止 

し^上のよラな症状の時は、使用を中止し、故障や 
事故の防止のため必ずお買い巧めの販売店に 
点検をご相談ください。 ， 
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き全上のごミ主意(よく読んで必ずお守りください。) 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、本機をま全に正しく使用するために、必ずお守りいただく 
ことを説明してしなす。 

参ここに示した表示は、誤った使しめすこをしたときに生じる危害や損害の程度を;欠の表示で区分し、説明してしなす。 


A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定される内容をおしています。 

A ま意に AUTI 日 N ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び軽傷を負ラ可能性や物的損害の 
発生び想定される内容をおしています。 


参お守りいただく内容を、;欠の絵表示で区分しています。 


〇輸 (1)® 

この絵表示は、 r 禁止」されている 
内容です。 

〇を 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」 
内容でず。 


参説明文中の 「お願い」「お知6せ」 事項は、本機を誤りな<正しくお使いいただ<ための内容び記載されていまず。 


A 


告 (WARNING) 


ロンセントや配線器具の定格を超える使し佩たや、交流1での 
使用はしない。 

たこ足配線などで、定格を超えると、発熱による火災の原因になります。 



0 

禁止 


♦電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタつきのない 
ように根元まで確実に差し込む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や火災の原因に 
なります。 

電源プラグにたまったほこりなどは定期的に掃除をしてください。 





〇 

確認 


♦電源コードや電源プラグを破損ずるよラなことはしない。 

傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、 

重い物を載せたりしない。また、ふすまやドアに挟まない。使用中は、 

結束ゾ V ’ンドや針金などで束ねたりしない。 

傷んだまま使用すると、感電•ショー ト •火災の原因になります。 

1 


参電源プラグを巧いて本機の運転を停止しない。 

感電や火災の原因になります。 

画 

b 

0 

禁止 

参吹出□に指や棒など異物を入れない。 . _ 

内部でファンび高速回転しておりますのでけびの原因になりまず。 \ た 

編 

! 0 

イ 禁止 


♦包装用ポリ勘よ幼児の手の届かない所に保管する。 

誤ってかぶったとき窒息し、死この原因になります。 



〇 


>ぬれた手で電源プラグを巧を差ししたり、めれた手でスイッチを 
操作しない。 

感電の原因になりまず。 



めれ手禁止 


参を全器のヒューズの代わりに針金や銅線などを使わない。 

故障や火災の原因になります。 




0 

禁止 




































A 警告 (WARNING) 


参発熱器具(ストープやフアンヒーターなど)の近くに置かない。 

樹脂部分び溶けて引火する原因になります。 


0 

禁止 


♦可燃性ガスの漏れるおそれのある場所では使用しない。 

万ーガスび漏れて本機の周囲に溜まると、発火の原因になることび 
あります。 



♦落雷のおそれのあるときは、運転を停止し、電源プラグを 
コンセントか！5巧く。 

落雷の程度によっては、故障の原因になります。 


電源乃グ細く 


参改造はしない。修理技術ちがの人は絶対に分解したり、修理- 
改造をおこなわない。 

火災•感電•けびの原因になります。 



♦異常時にげ臭いなど)は、運転を停止して電源プラグを巧き、お買い 
巧めの販売店または、 お客様旧談窓日 1 に連絡する。 

異常のまま運転を続けると故障や感電•火災などの原因にな0まず。 


C 

電源乃グ細く 


成注意に AUTION) 


•電源プラグを巧くときは、電源コードを弓 I っ張らず、'ぶず電源プラグを 
持って巧<。 

電源コードを引っ張って抜 < と、電源コードの内部び断線して発熱- 
発火の原因になります。 


参電源コードや電源プラグび傷んだり、コンセントの差し込みび 
ゆるいときは、使用しない。 

電源コードや電源プラグび異常に発熱し、溶けたり変形して、感電 • 
シヨート•発火の原因になりまず。また、コンセントの差し込みび 
ゆるいと感じた時は工事業をに依頼してコンセントを取り替えて 
<ださい。 

コンセントを交換してち異常に発熱してしぶ場合は販売店に修理 
依頼してください。 


参手入れ•掃除をするときは、おず運転 r 入/切」ボタンを r 切」にし、 
電源プラグをコンセントか！5巧いてか！5おこなラ。 

内部でフアンび高速回転しておりますので、けびの原因になることび 
ありまず。また、感電のおそれびありまず。 


参長期間使わない場合は、を全のため電源プラグをコンセントか！5巧く。 

ほこりびたまって発熱•火災の原因になります。 



〇 

確認 



電源乃グを巧く 




































成ミ主意に AUTION) 


参障害物(力ーテン等)の周囲や不ま定な場巧では使用しない。 
水平で丈夫な場所で使用して下さい。 

転倒、故障の原因や、水漏れの原因にをな0ます。 



参動物や植物に直接風びあたる場所には置かない。 

動物や植物に悪影響を及ぼす原因になることびありまず。 


♦屋外で使用しない。 

I 勺 巾 ^^/^ d 

故障や感電の原因になります。 



参押し入れの中や家具の中、隙間などせまい場所では、使用しない。 

故障や発熱•発火の原因になります。 


0 

禁止 


参巧の場所では使わない。 

炎の立ち消え、弓 I 火などして火災•感電の原因にな0ます。 
•ガスレンジや石油ストーブに直接風をあてない。 

•雨や水しぶさのかかる所。 

•油、ほこり、金属粉の多い所。 





0 

禁止 


参吹出□や吸込□をなやふとんなどでふさがない。 

発熱•発火•故障の原因になります。 


参スプレー剤などを吹をつけない。 

可燃性スプレーや化学薬品を近くで使うと、火災•爆発变色•ひび 
割れの原因になりまず。 



♦食品•動物•植物•精密機器•美術品•医薬品等の保存など、 
特殊用途には使用しない。 

本機並びにこれらの品質低下の原因になりまず。 



♦水をかけたり、水のかかり易い場所(お室内など)で使用しない。 
また、上に花瓶など水の入った容器をのせない。 

水びかかると、内部に浸水して電気絶縁び劣化し、感電•漏電•火災の 
原因になることびありまず。 


参上に乗ったり、物をのせたりしない。 

転倒などにより、けびの原因になることびあります。 



















































































A 注意 (CAUTION) 


♦移動すると田ま、運転を停止し、タンクの水を捨ててか 5 おこなう。 

水びこぼれて床や家財道具を磊らした 0、 感電や漏電•火災の原因に 
なります。 

i 

聲〇 

参水洗いしない。 

ショート•感電及び故障のおそれびあります。 / 

& § 

参本機の周囲温度がか点下になる場合は、タンクに水を入れたままに 
しない。 

水びまりタンクび割れて水漏れの原因になることびあります。 


0 

禁止 

参連続排水する場合は、ホースのがれ曲がりや落差などにを意し、 ■ 

確実に排水するように配管ずる。 

内部の水び室内にこぼれて、家財などを磊らす原因になりまず。 = 


_紳封/?り H 
脚ブなぃ 

\ 実施 

参除湿機本体や排水用ホースの周囲温度びか点下になる場所では使用 
しない。 

本体やホース内部の水びま結し、本体内部の水び室内こぼれて、家財 
などを磊らしたり、感電、漏電•火災の原因になることびありまず。 


0 

禁止 

参お子様、お年寄り、自分で湿度調節のできないかたびお使いになるときは、 
まわりのかたがま意ずる。 

運転中に熱を発生するため、室温び上昇します。 

風を直接体に当てたままで長時間ご使用になると、体調をくずしたり、 

脱水を状をおこす原因になりまず。 


〇 

指示 

参除湿水を飲料用•飼育用などに使用しない。 

健康を害する原因になりまず。 


0 

禁止 

参タンクのフ□ートをはずさない。 

フ □-卜 をはずすと、運転しなくなったり、タンクの水び室内にこぼれ 
家財を請らしたり、感電•漏電の原因になります。 


0 

禁止 

♦同じ場巧で長期間ご使用の場合は、製品下部や巧の周辺•壁などの 
ミちれにを意する。 

吹出□の風び当る壁などに、ミちれた跡び残る場合びあります。 

同じ場所で長時間ご使用の場合は、壁や床など早めの清掃をして 
<ださい。 


〇 

実施 

♦本機を引きず！5ない。 

床に傷び付く原因になります。 


0 

禁止 

♦本体を倒したり、落としたりしなし、また、本体を倒 した状態で保管‘ 
移動しない。 

破損•漏水、漏電などの故障の原因にな 0 ます。 


0 

禁止 






























各部のなまえとはた 5 さ 


〔前面） 


吸込 □ 




八ンドル 



連続排水□を 


電源プラグ収納部 

'使用していない時は、' 
B 原プラグを差 UA / u で 
<ださしん変形防止用 
L です。 J 















































湿度郎%における室温と除湿量の関係(目安) 


0 20 25 30 35 

室温(む） 


〔操作部） 


C 湿度設ち 

巨ボタン ) ( 霜取中ランプ J 



C 湿度表 3 

ランプ ） 


、設 

b 2。。 公。。 5 含 

)。。。〇 〇 C 

% 加％ 満水霜耳 

i 運 

切ク 



C 満水ランプ 

) 



C 連続ランプ ） C 運乾入/切ボタン） 


知っておいていたださたいこと 


参運転可能な部屋の温度について 

• 運転可能な部屋の温度は5〜3日むです。 

使用温度範囲け〜3日で)外でご使用になると、本機の保護装置び働き、 
運転でさないことびあります。 

参除湿量について 

• 温度びほくなるにつれて、除湿量は少なくなります。また、同じ部屋で 
連続して除湿すると、湿度び下びるため、除湿量は減ってさまず。 

♦ほ温時の使用について 

• 部屋の温度び約15°弘 U 下になると、熱交換器に霜び付きますので時々 
霜取0運転をおこないます。霜取中は「霜取中ランプ」び点灯します。 

参運転中は室ミ届が上昇しまず 

• 除湿機は冷房機ではありませんので、部屋を;令やすことはでさません。 
運転中は排熱のためご使用条件によって、室温び1む〜2 ° C または 
それじ(上上昇します。 

参吹出□と吸&□はふさがないでください。 

•除湿機は壁などから充分スペースをとってください。 

• 吹出□や吸込□びふさびれていまずと、除湿量び低下し、本機の保護 
装置び働さ、運転でさないことびあります。 




除湿量 ( L / 曰} 















































運転のしかた 


/ 

A 警告 

V_ 

♦電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタつをのない 
ように根元まで確実に差し込む。 mm 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や义災の原因に 
なります。 確認 

' 

A * 全 -r*r 

参吹出□をさえざったり、吸込□をふさいだりしない。 ' 

発熱•発火、故障の原因にな 0 まず。 

禁止 

、 

ル注局 

/ - 


お知5せ 


参電源プラグを差し込んだ後、初めての運転は 「連続」 で開始します。 
>メモ U - 機能び付いています。 


運転停止後、 運転 r 入/切」ボタンを 巧すと、前回の運転で始まります。 


電源プラグを抜くと、メモ U —は解除されます。 

参運転を停止し再度運転を開始した時、停止後3分間送風運転をすることびあります。 

こ机ま、本機を保護ずる「3分間保護機能」によるをのです。 

参室温び使用温度範囲内 （ 5む〜35む)で使用して<ださい。使用温度範囲外で使用 
しますと、本機の保護機能び働き、運転できないことびあります。 

参部屋の温度び約15む攻下になると、時々内部の熱交換器の霜取り運転をおこない 
ます。このとき、 r 霜取中」 ランプび r 点'灯」 します。 

参除湿量は、お部屋の温度•湿度によって変わります。 

お部屋の温度びほいと、空気中の水分量び少な < なるので、除湿量は減少しまず。 


①タンクび奥まで入つていることを確認してください。 ① 



タンク 



@ 運転 r 入/切」 I ボタンを巧しまず。 

運転「入/切」 I ボタンを巧ずと、運転を開始します。 


③1湿度設定]ボタン对甲しまず。 

巧すたびに運転び切り換わり、ランプで表示します。 



④運転を停止したいときは、 運転 r 入/切」1 ボタンを押します。 
























































タンク内の水の捨てかた 


ク 

A ? 主后、 

♦タンクを取り出した後、本体奥の内部にふれない。 

満水停止装置の故障の原因になりまず。 

、 




指示 

S 



r 

お願い 

参 タンクを強< 弓 1 さ出さないで<ださい。 

水びあふれるおそれびありまず。 

参 タンクは確実に取り付けないと満水自動停止装置が働き、運転しません。 

参 タンク内に付いてし巧部品をはずさないでください。 

満水自動停止装置び働さ運転しませんので、はずれた時は正しく取り付けてください。 

♦タンクをはずした後、本機内部 L 残ってし巧水び滴下ずる場合びありまず。 

ぞうさん等でふさ取ってください。 

> 

お知 5 せ 

参タンクに約1 .9 L の水びたまると 、 r 満水」 ランプび点灯します。 

自動的に運転び停止しまず。 

A 


1運転を停止しまず。 


2しばらく (日分程)してからタンクをゆっくり 
取り出しまず。 

運転停止直後は、本体内部に残っている水びタンクに 
入ります。 


3水を捨てまず。 




4タンクを奥まで静かに入れまず。 










































連続排水する場合 


f - 

A 、全 - r*r 

参 連続排水ずる場合は、ホースの巧れ曲がりやミ各差 T - 

などにを意し、確実に排水するように配管する。 1 1芸戴〇 ■■ 

内部の水び室内にこぼれて、家財などを磊らす原因 1 \ 

になります。 」1 \ 実!® 

参 除湿機本体や排水用ホースの周辺ミ眉度び氷点下になる場所では使用 
しなし、。 ( X ) 

本体やホース内部の水び凍結し、本機内部の水び室内にこぼれて、家財 
などを磊らしたり、感電、漏電•火災の原因になることびあります。 肖と 

ル江局 

己 

参 無人で長時間ご使用になる時は、フィルターなどを定期のに点検する。 

過熱や漏水•漏電の原因になります。 

実施 

/ 

お願い 

参 ホースの先から虫び入るような場合は、ネット(網)を取り付けるようおすすめします。 
•ゆるみびある場合は市販のホースバンドで確実に固定してくださし、。 

水漏れの原因になります。 

J 


近 < に排水でさる場所びあれば、連続排水びでさます。必ず運転を停止し、電源プラグをコンセントから抜さ、 
次の手順でおこなって < ださい。 


1タンクを取り出してください。水び入っている場合は 
水を捨ててください。 



2 


連続排水口栓を外し、連続排水口のゴム栓を外しまず。 

ゴム栓を外すと、本機内の水びでてさますのでタンクやノ（ケツなどで 
水を受けて < ださい。 

コム栓は連続排水を元に戻ず際に必要となりまずので保管してくださし、。 


連続排水口をミ S づム控 連続排水口 



3連続排水□の先端にホースを取り付けまず。 

市販のホース(内径1已 mm ) を連続排水□のネジ部奥まで確実に取り 
付けます。 

ホースびゆるい場合は、市販のホースノじ/ドなどで固定して < ださい。 


4タンクを本体に取り付けまず。 

ホースの先を排水場戸斤へ設置しまず。 

タンクを取り付けなし化満水ランプび点灯し、運転できません。 


連続排水時のホースの引きかた 





途中を折り 
巧げない 



ホースの先を 
水につけない 


連続排水をやめて元へ戻ず場合 


1 


ホースを連続排水□から抜いて<ださい。 

連続排水□にゴム栓をして、連続排水□栓を取り付けてから、ご使用ください。 





















































































お手入れのしかた 


/ 

A : そち 

♦手入れ•掃除をするとをは、必ず運転 r 入/切」ボタンを「切」にし、電源 0^ 
プラグをコンセントか！5巧く。 

内部でファンび高速回転しておりますので、けびの原因になることび 
ありまず。また、感電のおそれびあります。 IS プラグを抜く 


参 電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張！5ず、必ず電源プラグを /Ov 
持って巧く。 (\) 

電源コードを引っ張って抜 < と、電源コードの内部び断線して、発熱- 
発火の原因になります。 -と 

J 

/ - 

お願い 

参フィルターの目詰まりは除湿能力の低下の原因です。 

こまめに掃除して < ださい。 

参フィルターを付けずに運転すると本機内挪口まこりびたまり、故障の原固こなりまず。 

A 


( 本体の掃除つ 

本体の巧れをめるま湯か中性洗剤を浸した 
柔らかい巧をかた < しぼってふさ取り、 
その後、乾いたやわらかい巧でからぶさ 

(乾いた巧で強 < こすると傷びっさます。） 

C フイルターの 掃除"） 

1 . 本体よりタンクを取りはずしまず。 



( 吸込口の掃除つ 

掃除機で本体の吸込□のほこり 
を吸い取ります。 

2週間に]回程度、掃除して 
<ださい。 

ほこりびたまると除湿能力び 
ほ下します。 








2. フィルターを本体から取り出し、ミちれを取りまず。 

巧れは、電気掃除機でほこりを吸い取るか、水やめるま湯で洗い流しまず。 
巧れび目立つとさは、ラすめた台所用中性洗剤で洗います。 

洗った後は曰陰げ乾燥してください。 

3. フィルターを元通りに本体に取り付けまず。 

タンクの掃除） 





参タンクは確実に取り付けてください。 

正し<取0付けないと運転しません。 

♦フ□ートがはずれていると、運転しません。 

はずれた時は正し < 取り付けてください。 

参お手入れのとをは次のものは使わないでください。 
•40む政上のお湯 

•揮発性のをの（ベンジン、シンナー）•アルカ U 性 
洗剤•カビとり用洗剤•みびさ粉など 

参水洗いをした樹ホ、よく乾かしてか5本体に 
取り付けてください。 



フ□ートを 

はずさないでください 


タンクび巧れた5、きれいに巧ってください。 




2 . 


水洗いします。 

ミちれび目立つときは、 
ラすめた台所用中性 
洗剤で洗います。 



广電源プラグ•コンセントの掃除^ 

] ヶ月に]〜2回、電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてください。 























































































故障かな？と思った 5 


A 警告 


次の点検をしていただを、それでちなお異常のあるとをは事故防止の 
ため使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧いて、お買いボめの 
販売店にご相談ください。 

ご家庭での修理はを険ですか！5おやめください。 


〇 

指示 


[症状 

植認箇巧 

処置方法 

運転しない 

参電源プラグびコンセントにしっか0 
差し込まれていますか。 

参電源プラグをコンセントにしっか0 
差し込みまず。 

♦霜取中ではありませんか。 

(霜取中ランプが点！打しまず。） 

参室温が約1日 L ソ下になると、時々 
熱交換器の霜を取る霜取り運転を 
おこないます。 

故障ではありません。 

一巨、7ぺージ 

♦タンクが満水になっていませんか。 
(満水ランプび点!打します。） 

参タンクの水を捨てます。 

一8ぺージ 

満水でをないの 
に満水ランプが 
点!打する 

参タンクび正しく取り付けられて 
いますか。 

参タンクを正しく取り付けます。 

一8、10ぺージ 

参フ□ートびはずれていませんか。 

参フ□-卜を取り付けます。 

一10ぺージ 

タンクに水が 
たま5なし、 

(除湿量び少ない） 

参フイルターびミちれていませんか。 

参フィルターをお手入れします。 

一10ぺージ 

参吹出□や吸込□がふさびれて 
いませんか。 

参吹出□や吸込□をふさいでいる 
ものを取り除く。 

♦温度、湿度がほくなっていませんか。 

♦温度、湿度びほ < なるにつれて除湿量 
はお下しまず。故障ではありません。 

一巨ぺージ 

運転音び大をい 

参水平で丈夫な場所に置いていますか。 

参水平で丈夫な場所を選んで < ださい。 

参フイルターがミちれていませんか。 

参フィルターをお手入れします。 

一10ぺージ 

水が漏れる 

V 

参本機を傾けたり、倒したりして 
いませんか。 

参水平な場所で使用してください。 

参タンクに水を入れたまま、本体を移動 
していませんか。 

参タンクの水を捨ててか！5、本体を移動 
させて < ださい。 

♦フ□ートびはずれていませんか。 

参フ□ートを取0付けまず。 

一10ぺージ 

参運転停止後すぐにタンクをがして 
いませんか。 

参運転停止直後は、本体か!5水がタンク 
へ入りまず。しば！5 く巧分程啟待って 
か5、タンクの排水をおこなって 
<ださい。 


上記を点検してをそれでも直らないとさは、お買いボめの販売店に修理を依頼してください。 






















次のような場合は故障ではありません。 


[症状 

理由 

運輯中、周囲の 
温度が上がる 

参本機は、を房機ではありませんので、部屋ををやすことはできません。 

運転中は排熱のためご使用条件によって、室温が rc 〜 2° c またはそれ] U 上 
上昇しまず。 

すぐに運転 
しない 

参本機を保護する「3分間保護機能」び働を、3分間送風運転することがあります。 

音がする 

\_ 

参水の流れるような音、または r シュー」という音。 

本体内部に;令媒*び流れているためです。 

※を媒とは、本体内部を;令却するガスのことを言います。 

♦温度びほい時に運転を開始した場合、湿度設定を変更した場合は、数分間音び 
大さくなることがありまず。 

(条件により時間は変わります。） 

J 


長年ご使用の除湿機の点検 


参除湿機を数年ご使用になりますと、内部び巧れ、能力び低下することびありまず。 
通常のお手入れとは別に点検整備をおすすめします。 

点検整備はお買いまめの販売店にご相談 < ださい。 


保管のしかた 


お願い 


参水平でち定した場所に立てた状態で保管してくださし、。 
参直射日光の当たる場所には保管しないでください。 


1タンクの水を捨てまず。 

運転停止後は、本体内部に残っている水びタンクにたまりまずので、]日おいてからタンクの水を捨てて 
<ださい。 

P 連続排水口栓をがし、連続排水□①ゴムおを外しまず。 

ゴム栓を外すと、本機内の水びでてきますので、タンクやノ くケツなどで水を受けてください。 

排水した樹ま、ゴム栓、連続排水□栓を元に戻してください。 

3本体、フイルター、タンクを掃除しまず。 

4本体にポリ袋などをかぶせまず。 

5湿気の少ない、風通しのよい場所にまっずぐ立てたまま、保管しまず。 













仕様 


品番 

TD-C 已 6D 

電源 

100V 

周波数 

已 0/60HZ 

消費電力 

130/160W 

除湿能力 

已/已 .6 L/B 

タンク容量 

約1 .gL で自動停止 

使用可能室温 

約已〜3已む 

電源コード長さ 

1 .8m 

寸法 

幅23 ox 奥行23 ox 高さ38己 mm 

質量 

8.5kg 

除湿可能面積の目を 

木造…10.4 /11.7mP (日/7畳）プレハク' •15.9/17.8m2(l 日/11畳）鉄筋…2日. 8/23.3m2(13/14 畳） 


※除湿能力•消費電力は室温27む、相対湿度60%を持続する室内で運転した場合の数値です。 
※除湿可能面積の目安は、 JEMA (日本電機工業会)規格に基づいた数値でず。 

※運転を停止しても、電源プラグび差し込まれてしぶと約 0.4 W の電力を消費します。 


保証とアフターサービス 


保証について 


参この製品には保証書びついています。 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしまずので、所定事項の記入および記載内容を 
ご確認のラえ、大切に保管して < ださい。 

参保証期間はお買い巧めの曰か51年間です。（ただし、をずサイクル部は3年間です。） 

保証書の記載内容によりお買いまめの販売店び修理いたします。 

なお、保証期間中でを有料になることびありまずので、保証書をよ < お読み < ださい。 

参保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。 

修理こよって機能び維持できる場合は、お客様の要望により修理いたしまず。費用など詳ししにとは 
お買いまめの販売店にご相談 < ださい。 

当社は、販売店か b のミ主文により、補修用性能部品を販売店に供給しまず。 

参除湿機の捕修用性能部品の保有期間は、製造巧切り後8年でず。 

性能部品とは、その製品の機能を維持ずるた创こ必要な部品です。 


フターサービスについて 


/ 

A 警告 

V 

♦改造はしなし 1 。 また修理技術ち L ソがの人は、絶対に ^ 

分解したり、修理•改造をおこなわない。 

火災•感電•けびの原因にな 0 ます。 修^ 

国 

(S 

分解禁 J 

N 

) 

上 

参修理は、お買いボめの販売店にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電- 
火災等の原因になります。 

« 

実抗 

> 

目 J 


使用中に異常び生じたときは、直ちに電源プラグを巧き、お買い 
巧めの販売店に修理を依頼してください。 

アフターサービスをお申しつけいただくときは、ちのことをお知らせ 
<ださい。 


型 式… TD - C 已巨 D 

故障げ態…できるだけ詳しく 
ごち名•ご住所•お電話番号 


参アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買い巧めの販売店または14ページの 
お客様相談窓 DI にご相談ください。 

参ご贈答、ご転居により、お買いまめの販売店のアフターサービスを受けられな < なる場合は、前をって 
販売店にご相談 < ださい。ご転居先での当社製品取扱店を紹介させていたださます。 





























お客様相談窓 □ 


製品についてのお問い合わせ、故障修理のお問い合わせはお買いボめの販売店にご連絡ください。 
販売店にお問い合わせでをない場合は、下記の I お客様相談窓 □ I までご連絡ください。 

株式会社 i-ai-s 
フリーコール 0120 - 104-1 54 

■受付時間：平日（月曜〜金曜）：午前9時〜午後已時（± •日-祝日は除く） 






トヨトミ除湿機保証書 


本保証割ん本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。 

お買いホめの日から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買いホめの販売店に修理をご依頼ください。 


型式 TD - C 已巨 D 保証期間 


お買い巧め曰より本体1年間 
を凍サイクル3年間 


※お買い巧め曰 


年月日 


※お客様 ご芳名 様 


下 

IIII 

□□田 



ご住所 




履 

話 

( 

) 

] 


(※印欄に記入びない、あるいは購入'支払いを証明するものびない場合は 
無効とな0ます占、らおずご確認ください。） 


※販売店名-住所-電話番号 


名古屋巿瑞穂区桃園町 5 ま 17号 
1 ホェ、でた L ミ 〒4日7-册55 。〇日を蛇 2- 1144 


【無料修理規定】 


1 . お買いホめ曰から上記保証期間中に、取扱説明書、本体 
貼付ラベル等のを意書に従った正甫な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容により、お買いホめの販売店または 
当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入曰- 
支払いを証明するちのをご提示の5え、お買いホめの販売店 
または当社にご依頼ください。 

3. ご転居やご贈答品等でお買いホめの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. 保証期間内でち、なの場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼付ラベル等のま意書に従わない 
使用上の誤り、及ひ不当な修里や改造による故障及び損傷。 

(口）お買いホめ後の本機の転倒、落下、衝撃等による故障及び 
損傷。 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害による 
故障及び損傷。 

(二） 一般家庭用し U 外（例えば、業務用の長時間使用、車両' 
船舶への搭載など)に使用された場合の故障及び損傷。 

(ホ）本書のご提示びない場合。 

(へ）本書にお買いホめ年月曰•お客様名•販売店名の記入の 
ない場合、または字句を書さ替えられた場合。通信販売等で 
購入され、それを証明する商品の送り状•支払明細書の 
提示びない場合。ネット販売等を利用した個人売買品や 
譲ミ度品、中ち品(再生品)の修理。 

(卜）部品の消耗による部品交換及びメンテナンスの費用。 

已.本書は日本国内においてのみ有効です。 

己.本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に 
保管してください。 


参このな証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて 
無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、 
イ呆証書を発行しているち（保証責任者）、及びそれし U 外の 
事業者に巧ずるお客様の法律上の権利を制限ずるちのでは 
あ D ませんので、な証期間経過後の修理等についてご不明の 
場合は、お買いまめの販売店または、当社の I ぉ訓目談窓 ml 
までお問い合わせください。 

♦イ呆証期間経過後の修理、補修甩性旨離品の巧有期間について 
詳し < は、取扱説明書の r な証とアフターサービス」の項を 
ご覧ください。 

♦お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
イ呆証期間内のサービスま動、及びその後の安全点検ま動の 
ために利用させていただ<場合びありますので、ご了を 
ください。 


•を凍サイクルとは 

圧縮機、凝縮器、毛細管、蒸発器および配管で構成された 
を媒循環回路のことです。 


修理メモ 


株式会社 K3KS 

ホームぺージ http://www . toyotomi.jp 

本社；干4日 7-08 已已 

名古屋市瑞穂区桃園町已番17号 
フ U - コール 0] 20-] 04-]已4 
TEL 〈〇已2〉 822-1 144 
FAX 〈〇已2〉 822-2742 
































